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(54)【発明の名称】 電子内視鏡

(57)【要約】
【課題】  電子内視鏡画像信号処理ユニット内の画像信
号処理デバイスから出力されるビデオ信号のうち同期信
号の出力電圧レベルを容易に調整し得るように構成され
た電子内視鏡を提供する。
【解決手段】  電子内視鏡１０は撮像センサを持つスコ
ープ１２と、このスコープを接続させた画像信号処理ユ
ニット１４とから成り、該撮像センサから順次読み出さ
れる１フレーム分の画素信号をビデオ信号として出力す
る。電子内視鏡はビデオ信号に含まれる同期信号の出力
電圧レベルを変更させるための電圧レベル変更手段（６
６

1 
、６６

2 
）と、この電圧レベル変更手段による出力

電圧レベルの変更を調整するための手動操作可能な調整
手段（６８

1 
、６８

2 
）と、この調整手段による調整程

度を指示するための指示手段（７２
1 
、７２

2 
）とを具

備して成る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  撮像センサを持つスコープと、このスコ
ープを接続させた画像信号処理ユニットとから成り、該
撮像センサから順次読み出される１フレーム分画素信号
を該画像信号処理ユニットで適宜処理した後にビデオ信
号として出力する電子内視鏡であって、
前記ビデオ信号に含まれる同期信号の出力電圧レベルを
変更させるための電圧レベル変更手段と、
前記電圧レベル変更手段による出力電圧レベルの変更を
調整するための手動操作可能な調整手段と、
前記調整手段による調整程度を指示するための指示手段
とを具備して成る電子内視鏡。
【請求項２】  請求項１に記載の電子内視鏡において、
前記調整手段が前記画像信号処理ユニットの筐体の内部
に設けられ、前記調整手段が該筐体に形成された貫通孔
に適当な手工具を挿通させて操作されるようになってい
ることを特徴とする電子内視鏡。
【請求項３】  請求項１または２に記載の電子内視鏡に
おいて、前記電圧レベル変更手段が印加電圧値に応じて
増幅度を変更するようになった電圧制御増幅器から成
り、前記調整手段が前記電圧制御増幅器に印加すべき印
加電圧値を調整する可変抵抗器から成ることを特徴とす
る電子内視鏡。
【請求項４】  請求項１から３までのいずれか１項に記
載の電子内視鏡において、前記指示手段が前記画像信号
処理ユニットの外面の適当な箇所に設けられた指示灯
と、この表示灯に給電を行う電源手段と、前記指示灯の
明るさを前記印加電圧値に大きさに応じて変化させるよ
うに前記電源手段を制御する電源制御手段とから成るこ
とを特徴とする電子内視鏡。
【請求項５】  請求項４に記載の電子内視鏡において、
前記指示灯が少なくとも２つの発光源から成り、各発光
源の点灯及び消灯が前記印加電圧値の変動に応じて個別
に成されると共に各発光源の点灯時の明るさが前記印加
電圧値の変動に応じて個別に変化させられるような態様
で前記電源制御手段による前記電源手段の制御が行われ
ることを特徴とする電子内視鏡。
【請求項６】  請求項５に記載の電子内視鏡において、
前記発光源が互いに異なった色の光を発光することを特
徴とする電子内視鏡。
【請求項７】  請求項４から６までのいずれか１項に記
載の電子内視鏡において、前記電源手段による前記指示
灯への給電を開始させるスイッチ手段と、このスイッチ
手段による給電開始後の時間を計測する時間計測手段と
が設けられ、この時間計測手段が予め決められた時間を
計測したとき前記電源手段による前記指示灯への給電を
停止することを特徴とする電子内視鏡。
【請求項８】  請求項４から６までのいずれか１項に記
載の電子内視鏡において、前記電源手段による前記指示
灯への給電を開始させるスイッチ手段と、このスイッチ*
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*手段による給電開始後の時間を計測する時間計測手段と
が設けられ、この時間計測手段が予め決められた時間を
計測したとき前記電源手段による前記指示灯への給電を
停止することを特徴とする電子内視鏡。
【請求項９】  請求項１に記載の電子内視鏡において、
前記電圧レベル変更手段が印加電圧値に応じて増幅度を
変更するようになった電圧制御増幅器から成り、前記調
整手段が前記電圧制御増幅器に印加すべき印加電圧値を
調整する可変抵抗器から成り、この可変抵抗器が前記画
像信号処理ユニットの筐体の内部に設けられ、前記可変
抵抗器が該筐体に形成された貫通孔に適当な手工具を挿
通させて操作されるようになっていることを特徴とする
電子内視鏡。
【請求項１０】  請求項９に記載の電子内視鏡におい
て、前記指示手段が前記画像信号処理ユニットの外面の
適当な箇所に設けられた指示灯と、この表示灯に給電を
行う電源手段と、前記指示灯の明るさを前記印加電圧値
に大きさに応じて変化させるように前記電源手段を制御
する電源制御手段とから成ることを特徴とする電子内視
鏡。
【請求項１１】  請求項１０に記載の電子内視鏡におい
て、前記指示灯が少なくとも２つの発光源から成り、各
発光源の点灯及び消灯が前記印加電圧値の変動に応じて
個別に成されると共に各発光源の点灯時の明るさが前記
印加電圧値の変動に応じて個別に変化させられるような
態様で前記電源制御手段による前記電源手段の制御が行
われることを特徴とする電子内視鏡。
【請求項１２】  請求項１１に記載の電子内視鏡におい
て、前記発光源が互いに異なった色の光を発光すること
を特徴とする電子内視鏡。
【請求項１３】  請求項１０から１２までのいずれか１
項に記載の電子内視鏡において、前記貫通孔に前記手工
具が挿通されているか否かを検出する検出手段が設けら
れ、この検出手段によって前記手工具が検出されている
間だけ前記電源手段による前記指示灯への給電が行われ
ることを特徴とする電子内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、撮像センサを持つ
スコープと、このスコープを接続させた画像信号処理ユ
ニットとから成る電子内視鏡であって、該撮像センサか
ら順次読み出される１フレーム分の画素信号をビデオ信
号として出力する電子内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】周知のように、上述したような電子内視
鏡では、撮像センサとして、固体撮像デバイス例えばＣ
ＣＤ（charge-coupled device)素子から成るものが使用
され、スコープは可撓性導管として構成される。撮像セ
ンサはスコープの遠位端に対物レンズ系と組み合わされ
て設けられ、またスコープ内には光ファイバー束から成
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る光ガイドが挿通させられる。スコープの近位端が画像
信号処理ユニットに接続されたとき、撮像センサは画像
信号処理ユニット内の画像信号処理デバイスに接続され
ると共に光ガイドは画像信号処理ユニット内の照明装置
に光学的に接続される。患者の体腔内へのスコープの挿
入時にその遠位端の対物レンズ系の前方が光ガイドから
の射出光でもって照明され、このとき対物レンズ系によ
って撮られた被写体が撮像センサの受光面に光学的被写
体像即ち内視鏡像として結像させられ、その内視鏡像は
撮像センサによって１フレーム分のアナログ画素信号に
光電変換される。撮像センサからは所定の時間間隔で１
フレーム分のアナログ画素信号が順次読み出されて画像
信号処理ユニット内の画像信号処理デバイスに送られ、
そこで適宜処理された後にビデオ信号としてＴＶモニタ
装置に出力され、そこで内視鏡像が再現される。
【０００３】電子内視鏡の分野では、上述したビデオ信
号に含まれる種々の同期信号の出力電圧レベルは所定値
（通常は４ボルト）に規格化され、このため電子内視鏡
の分野で用いる医療用ＴＶモニタ装置もそのような規格
に対応して構成されている。ところで、電子内視鏡の普
及ためには、高価な医療用ＴＶモニタ装置ではなく民生
用ＴＶモニタ装置でも内視鏡像を再現することが要望さ
れるが、しかし民生用ＴＶモニタ装置の中には上述の規
格に対応していなものがあり、このような民生用ＴＶモ
ニタ装置では内視鏡像の再現はできない。従来では、そ
のような場合には、画像信号処理ユニット側の回路基板
或いは民生用ＴＶ装置側の回路基板に手を加えて民生用
ＴＶモニタ装置で同期信号を検出し得るようにしてい
る。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】言うまでもなく、画像
信号処理ユニット側の回路基板或いは民生用ＴＶ装置側
の回路基板に手を加えて民生用ＴＶモニタ装置で同期信
号を検出し得るようにする作業は面倒であり、このよう
な面倒な作業を電子内視鏡のユーザ側に委ねることはで
きない。特に、電子内視鏡を一旦医療機関等に納入した
後に民生用ＴＶモニタ装置が別のタイプのＴＶモニタ装
置に交換されたり、或いは別のＴＶモニタ装置が追加さ
れたような場合には、画像信号処理ユニット側の回路基
板或いは民生用ＴＶ装置側の回路基板に再び手を加えな
ければならいという厄介な問題が起きることになる。
【０００５】従って、本発明の目的は、撮像センサを持
つスコープと、このスコープを接続させた画像信号処理
ユニットとから成り、該撮像センサから順次読み出され
る１フレーム分の画素信号をビデオ信号として出力する
電子内視鏡であって、その画像信号処理ユニット内の画
像信号処理デバイスから出力されるビデオ信号に含まれ
る同期信号の出力電圧レベルを容易に調整し得ると共に
その調整程度を容易に認識し得るように構成された電子
内視鏡を提供することである。
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【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明による電子内視鏡
は、撮像センサを持つスコープと、このスコープを接続
させた画像信号処理ユニットとから成り、該撮像センサ
から順次読み出される１フレーム分の画素信号が画像信
号処理ユニットで処理された後にビデオ信号として出力
される。本発明による電子内視鏡はビデオ信号に含まれ
る同期信号の出力電圧レベルを変更させるための電圧レ
ベル変更手段と、この電圧レベル変更手段による出力電
圧レベルの変更を調整するための手動操作可能な調整手
段と、この調整手段による調整程度を指示するための指
示手段とを具備して成るものである。このような構成に
よれば、指示手段による調整程度を認識しつつ調整手段
を操作することができる。
【０００７】好ましくは、調整手段が画像信号処理ユニ
ットの筐体の内部に設けられ、調整手段が該筐体に形成
された貫通孔に適当な手工具を挿通させて操作されるよ
うにされる。このような構成によれば、手工具によって
一旦調整が完了すれば、不用意に調整手段が操作される
ことはない。即ち、ビデオ信号に含まれる同期信号の出
力電圧レベルが一旦調整された後には、その調整が不用
意に乱されることはない。
【０００８】好ましい実施形態では、電圧レベル変更手
段は印加電圧値に応じて増幅度を変更するようになった
電圧制御増幅器として構成され、調整手段は電圧制御増
幅器に印加すべき印加電圧値を調整する可変抵抗器とし
て構成される。また、指示手段は画像信号処理ユニット
の外面の適当な箇所に設けられた指示灯と、この表示灯
に給電を行う電源手段と、指示灯の明るさを印加電圧値
に大きさに応じて変化させるように電源手段を制御する
電源制御手段とから成る。
【０００９】一層好ましい実施形態では、指示灯が少な
くとも２つの発光源から成り、電源制御手段による電源
手段の制御については、各発光源の点灯及び消灯が電圧
制御増幅器に対する印加電圧値の変動に応じて個別に成
されると共に各発光源の点灯時の明るさが該印加電圧値
の変動に応じて個別に変化させられるような態様で行わ
れる。少なくとも２つの発光源は互いに異なった色の光
を発光するものであることが好ましい。
【００１０】更に好ましい実施形態にあっては、電源手
段による指示灯への給電を開始させるスイッチ手段と、
このスイッチ手段による給電開始後の時間を計測する時
間計測手段とが設けられ、この時間計測手段が予め決め
られた時間を計測したとき電源手段による指示灯への給
電が停止される。一方、可変抵抗が調整手段として画像
信号処理ユニットの筐体の内部に設けられている場合に
は、手工具が該筐体の貫通孔に挿通されているか否かを
検出する検出手段が設けられ、この検出手段によって手
工具が検出されている間だけ電源手段による指示灯への
給電が行われるようにすることもできる。
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【００１１】
【発明の実施の形態】次に、本発明による電子内視鏡の
実施形態について添付図面を参照して説明する。
【００１２】先ず、図１を参照すると、本発明による電
子内視鏡１０を用いた電子内視鏡システムの全体が概略
的に示されている。電子内視鏡１０は可撓性導管から構
成されたスコープ１２と、プロセッサと呼ばれる画像信
号処理ユニット１４とから成り、スコープ１２の近位端
は画像信号処理ユニット１４に着脱自在に接続されるよ
うになっている。即ち、スコープ１２としては、種々の
スコープ、例えば、気管支スコープ、食道スコープ、胃
スコープ、大腸スコープ等があり、画像信号処理ユニッ
ト１４はこれら種々のスコープによって共用される。
【００１３】スコープ１２の遠位端には例えばＣＣＤ素
子を用いる撮像センサ（図示されない）が設けられ、こ
の撮像センサは対物レンズ系（図示されない）と組み合
わされ、画像信号処理ユニット１４へのスコープ１２の
接続時に撮像センサは画像信号処理ユニット１４内の画
像信号処理デバイスに接続される。また、スコープ１２
内には光ファイバ束から成る光ガイドが挿通させられ、
この光ガイドの遠位端はスコープ１２の遠位端まで延
び、一方光ガイドの近位端は画像信号処理ユニット１４
へのスコープ１２の接続時に画像信号処理ユニット１４
内の照明装置に対して光学的に接続される。
【００１４】患者の体腔内へのスコープ１２の挿入時に
その遠位端の対物レンズ系の前方が光ガイドからの射出
光で照明され、このとき対物レンズ系によって撮られた
被写体が撮像センサの受光面に光学的被写体像即ち内視
鏡像として結像させられ、その内視鏡像は撮像センサに
よって１フレーム分のアナログ画素信号に光電変換され
る。撮像センサからは所定の時間間隔で１フレーム分の
アナログ画素信号が順次読み出されて画像信号処理ユニ
ット１４内の画像信号処理デバイスに送られ、そこで適
宜処理された後にビデオ信号としてＴＶモニタ装置１６
に対して出力され、そこで内視鏡像が再現される。な
お、図１に示すように、ビデオ信号はＴＶモニタ装置１
６以外の周辺機器例えばビデオプリンタ１８や画像処理
コンピュータ２０にも必要に応じて適宜出力される。
【００１５】本実施形態では、電子内視鏡１０は内視鏡
像をカラー画像として再現し得るように構成され、ＴＶ
モニタ装置１６及びその他の周辺機器１８及び２０に対
して出力されるカラービデオ信号は三原色のカラー画像
信号と同期信号とから成るコンポーネントビデオ信号と
される。図１では、参照符号２２はカラービデオ信号の
うち三原色のカラー画像信号、即ち赤色画像信号、緑色
画像信号及び青色画像信号を送信する信号ケーブルを表
し、参照符号２４はカラービデオ信号のうちの同期信号
を送信する信号ケーブルを表す。
【００１６】画像信号処理ユニット１４の筐体の壁面の
適当な箇所にはフロントパネル２６が設けられ、このフ
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ロントパネル２６には種々のスイッチ等が設けられる。
一方、画像信号処理ユニット１４の筐体の内部の適当な
箇所、例えばその裏側壁面に接近した箇所には回路基板
２８が設けられ、この回路基板２８にはカラービデオ信
号に含まれる同期信号の出力レベルを調整するための出
力レベル調整回路が搭載される。なお、出力レベル調整
回路については後で詳しく説明する。また、画像信号処
理ユニット１４にはキーボード３０が接続され、電子内
視鏡１０が作動状態下にあるとき、キーボード３０を操
作することにより、種々の指令信号やデータ等が画像信
号処理ユニット１４に対して入力される。
【００１７】図２を参照すると、画像信号処理ユニット
１４の構成がブロック図として概略的に示される。同図
において、画像信号処理ユニット１４内の照明装置は参
照符号３２で示され、この照明装置３２とスコープ１２
内の光ガイドとの光学的接続のために、該光ガイドの近
位端には光ガイドプラグ３４が取り付けられる。画像信
号処理ユニット１４へのスコープ１２の接続時、光ガイ
ドプラグ３４は画像信号処理ユニット１４の筐体に装着
された接続アダプタに挿入され、これにより光ガイドの
近位端と照明装置３２との光学的接続が成される。な
お、図２では、照明装置３２と光ガイドプラグ３４と光
学的接続が破線矢印で便宜的に示されている。
【００１８】図３に示すように、照明装置３２にはキセ
ノンランプ或いはハロゲンランプ等の白色光源ランプ３
６が設けられ、この白色光源ランプ２６の白色光射出側
には集光レンズ３８及び絞り４０が順次配置され、集光
レンズ３８は白色光源ランプ３６から射出された白色光
を光ガイドプラグ３４の端面に集光させるために用いら
れ、また絞り４０はその開度を調節することにより該端
面への白色光の入射光量を適宜調節する。
【００１９】本実施形態では、カラー画像を再現するた
めに面順次方式が採用されるので、照明装置３２内には
回転式ＲＧＢカラーフィルタ４２が設けられ、回転式Ｒ
ＧＢカラーフィルタ４２は例えば集光レンズ３８と光ガ
イドプラグ３４の端面との間に介在させられる。回転式
ＲＧＢカラーフィルタ４２は円板要素から成り、この円
板要素にはその円周方向に沿って赤色フィルタ要素、緑
色フィルタ要素及び青色フィルタ要素が120 °の角度間
隔で配置され、互いに隣接する２つの色フィルタ要素間
の領域は遮光領域とされる。回転式ＲＧＢカラーフィル
タ４２はサーボモータ或いはステップモータのような駆
動モータ４４によって回転させられ、その回転周波数は
電子内視鏡で採用される撮像方式（ＮＴＳＣやＰＡＬ）
に応じて適宜決められる決められる。
【００２０】例えば、カラーフィルタ４２が回転周波数
30Hzで回転させられると（ＮＴＳＣ方式）、その１回転
に要する時間は約33.3ms(1/30sec) となり、各色フィル
タ要素による照明時間はほぼ33/6msとなる。スコープ１
２内の光ガイドの遠位端面からは赤色光、緑色光及び青
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7
色光が毎33.3ms(1/30sec) 間にほぼ33/6msだけ順次射出
させられて、被写体は三原色光即ち赤色光、緑色光及び
青色光でもって順次照明され、その各色の照明時に被写
体は対物レンズ系により撮像センサの受光面に光学的被
写体像即ち内視鏡像としてとして順次結像させられる。
撮像センサはその受光面に結像された各色の内視鏡像を
１フレーム分のアナログ画素信号に光電変換し、その各
色の１フレーム分のアナログ画素信号は各色の照明時間
(33/6ms)に続く次の遮光時間(33/6ms)に亘って撮像セン
サから順次読み出される。撮像センサからのアナログ画
素信号の読み出しはスコープ１２側に設けられたＣＣＤ
ドライバ（図示されない）によって行われる。
【００２１】図２に示すように、画像信号処理ユニット
１４内の画像信号処理デバイスは前処理回路４６、フレ
ームメモリ４８、後処理回路５０及びタイミングジェネ
レータ５２から構成される。画像信号処理ユニット１４
へのスコープ１２の接続時、上述のＣＣＤドライバは前
処理回路２８に接続され、該ＣＣＤドライバによって撮
像センサから読み出された各色の１フレーム分のアナロ
グ画素信号は先ず前処理回路４８に送られ、そこで種々
の画像処理、例えばホワイトバランス処理、ガンマ補正
処理、輪郭強調処理等を受ける。
【００２２】前処理回路４８にはアナログ／デジタル
（Ａ／Ｄ）変換器が含まれ、種々の画像処理を受けたア
ナログ画素信号はＡ／Ｄ変換器によってデジタル画素信
号に変換されてフレームメモリ４８に一旦書き込まれ
る。フレームメモリ４８は３フレーム分のメモリ容量を
有し、そのメモリ領域は１フレーム分の赤色デジタル画
素信号を書き込むための領域、１フレーム分の緑色画素
信号を書き込むための領域及び１フレーム分の青色デジ
タル画素信号を書き込むための領域に区分され、各色の
デジタル画素信号はその該当色に対応した領域に書き込
まれる。
【００２３】フレームメモリ４８に三原色のデジタル画
素信号の書込みが順次行われている間、フレームメモリ
４８の３つのメモリ領域からは三原色のデジタル画素信
号が所定のタイミングで同時に読み出されて後処理回路
５０に対して出力され、このときタイミングジェネレー
タ５２から同期信号が出力されて三原色のデジタル画素
信号に付加される。即ち、フレームメモリ４８から読み
出された三原色のデジタル画素信号は同期信号と共にコ
ンポーネントビデオ信号として後処理回路５０に送られ
る。コンポーネントビデオ信号は後処理回路５０で適当
な画像処理、例えばカラーバランス処理、フィルタリン
グ処理等を受けた後にモニタ装置１６に送信され、そこ
で内視鏡像がカラー画像として再現される。勿論、コン
ポーネントビデオ信号は必要に応じて周辺機器１８及び
２０等にも送信される。
【００２４】タイミングジェネレータ５２からは、同期
信号の他に種々の周波数のクロックパルスも出力され、
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それぞれのクロックパルスに従って一連の信号処理が行
われる。例えば、スコープ１２内の撮像センサからの１
フレーム分のアナログ画素信号の読出し、前処理回路４
６での画像処理、前処理回路４６内のＡ／Ｄ変換器から
のデジタル画素信号のサンプリング、フレームメモリ４
８へのデジタル画素信号の書込み及びそこからのデジタ
ル画素信号の読出しがそれぞれ所定の周波数のクロック
パルスに基づいて行われる。
【００２５】なお、図２では、回路基板２８（図１）に
搭載された出力レベル調整回路が参照符号５３で示さ
れ、この出力レベル調整回路５３によりコンポーネント
ビデオ信号に含まれる同期信号の出力レベルが後述する
ような態様で調整される。
【００２６】図２に示すように、画像信号処理ユニット
１４にはシステムコントローラ５４が設けられ、このシ
ステムコントローラ５４はマイクロコンピュータから構
成される。即ち、システムコントローラ５４は中央演算
処理ユニット（ＣＰＵ）、種々のルーチンを実行するた
めのプログラム、定数等を格納する読出し専用メモリ
（ＲＯＭ）、データ等を一時的に格納する書込み／読出
し自在なメモリ（ＲＡＭ）及び入出力インターフェース
（Ｉ／Ｏ）から成り、電子内視鏡の作動全般がシステム
コントローラ２６によって制御される。
【００２７】例えば、白色光源ランプ３６への給電を行
う電源回路５６（図３）はシステムコントローラ５４の
制御下で動作させられ、また絞り４０を駆動させるアク
チュエータ５８もＴＶモニタ装置１６での再現カラー画
像の明るさが一定となるようにシステムコントローラ５
４の制御下で動作させられ、更には回転式ＲＧＢフィル
タ４２の駆動モータ４４を駆動させる駆動回路６０もシ
ステムコントローラ５４の制御下で動作させられる。な
お、回転式ＲＧＢカラーフィルタ４２の回転駆動は前処
理回路４６での画像処理に同期させることが必要であ
り、モニタ駆動回路６０から駆動モニタ４４への駆動パ
ルスの出力タイミングはタイミングジェネレータ５４か
ら出力されるクロックパルスに従って制御される。
【００２８】図４を参照すると、後処理回路５０がブロ
ック図として示され、同図に示すように、フレームメモ
リ４８から読み出された三原色のデジタル画素信号、即
ちコンポーネントビデオ信号を構成する赤色デジタル画
素信号（Ｒ）、緑色デジタル画素信号（Ｇ）及び青色デ
ジタル画素信号（Ｂ）はそれぞれデジタル／アナログ
（Ｄ／Ａ）変換器６２Ａ、６２Ｇ及び６２Ｂによって赤
色アナログ画素信号、緑色アナログ画素信号及び青色ア
ナログ画素信号に変換され、次いで三原色のアナログ画
素信号はそれぞれ画像処理回路６４Ｒ、６４Ｇ及び６４
Ｂに入力されて適宜処理された後に外部に出力される。
なお、図４から明らかなように、本実施形態にあって
は、各色のアナログ画素信号の出力端子は２つに分岐さ
れ、後処理回路５０からは三原色のカラー画像信号の出



(6) 特開２００１－１９７４８８

10

20

30

40

50

9
力系統として２つ得られるようになっている。
【００２９】一方、コンポーネントビデオ信号のうちの
同期信号（ＳＹＮＣ）は互いに並列に配置された２つの
電圧制御増幅器（ＶＣＡ）６６

1 
及び６６

2 
に入力さ

れ、各ＶＣＡ（６６
1 
、６６

2 
）に入力された同期信号

はそこで出力電圧レベルの調整を受けた後、ＶＣＡ６６

1 
及び６６

2 
のそれぞれから第１の同期信号（ＳＹＮＣ

１）及び第２の同期信号（ＳＹＮＣ２）として外部に出
力される。同期信号が第１の同期信号（ＳＹＮＣ１）及
び第２の同期信号ＳＹＮＣ２）として出力される理由は
上記したように後処理回路５０から三原色のカラー画像
信号が２つの出力系統によって出力されるからである。
要するに、後処理回路５０からは、三原色のカラー画像
信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）と第１の同期信号（ＳＹＮＣ１）と
から成る第１のコンポーネントビデオ信号と、三原色の
カラー画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）と第２の同期信号（ＳＹ
ＮＣ２）とから成る第２のコンポーネントビデオ信号と
が得られることになる。
【００３０】タイミングジェネレータ５２から得られる
同期信号（ＳＹＮＣ）は複合同期信号であり、そこには
種々の同期信号（水平同期信号、垂直同期信号等）が含
まれるが、何れにしても同期信号（ＳＹＮＣ）がハイレ
ベルにあるときは、その出力電圧レベルは４ボルトに設
定されている。先に述べたように、民生用ＴＶモニタ装
置の中には、同期信号の出力電圧レベルが４ボルトのと
き、その同期信号を検出し得ないものがあり、その場合
には内視鏡像を再現することができない。そこで図４に
示す実施形態では、第１の同期信号（ＳＹＮＣ１）及び
第２の同期信号（ＳＹＮＣ２）のそれぞれの出力電圧レ
ベルはＶＣＡ６６

1 
及び６６

2 
によって個別に調整され

得るようになっている。即ち、各ＶＣＡ（６６
1 
、６６

2 
）の増幅度（ゲイン）は調整可能であり、この増幅度

調整については回路基板２８に搭載された出力レベル調
整回路５３によって行われる。
【００３１】詳述すると、図４に示すように、出力レベ
ル調整回路５３には、第１の可変抵抗器６８

1 
及び第２

の可変抵抗器６８
2 
が設けられ、これら可変抵抗器６８

1 
及び６８

2 
はそれぞれ第１のバファ７０

1 
及び第２の

バファ７０
2 
を介してＶＣＡ６６

1 
及び６６

2 
に接続さ

れる。第１及び第２の可変抵抗器６８
1 
及び６８

2 
の各

々には所定電圧Ｖ
cc
( 例えば４ボルト）が印加され、各

可変抵抗器（６８
1 
、６８

2 
）の調整により、その該当

ＶＣＡ（６６
1 
、６６

2 
）には０ボルトから４ボルトの

範囲内の任意の電圧が印加される。なお、この場合、第
１及第２のバファ７０

1 
及び７０

2 
の増幅度が“１”に

設定されていることは勿論である。
【００３２】図５のグラフを参照すると、各ＶＣＡ（６
６

1 
、６６

2 
）に印加される印加電圧とその増幅度との

関係が示される。例えば、第１の可変抵抗器６８
1 
の調

整により、第１のＶＣＡ６６
1 
に4.0 ボルトが印加され
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たとき、その増幅度は1.00に設定され、このとき第１の
ＶＣＡ６６

1 
から出力される同期信号（ＳＹＮＣ１）の

出力電圧レベルは４ボルトとなる。また、第１のＶＣＡ
６６

1 
に対する印加電圧が3.0 、2.0 及び1.0 とされた

とき、増幅度はそれぞれが0.75、0.50及び0.25に設定さ
れ、このとき第１のＶＣＡ６６

1 
から出力される同期信

号（ＳＹＮＣ１）の出力電圧レベルはそれぞれ3.0 、2.
0 及び1.0 ボルトとなる。勿論、同様なことは第２のＶ
ＣＡ６６

2 
から出力される同期信号（ＳＹＮＣ２）の場

合についても言える。
【００３３】本実施形態においては、第１及び第２の可
変抵抗器６８

1 
及び６８

2 
のそれぞれには第１のＬＥＤ

（発光ダイオード）ランプ７２
1 
及び第２のＬＥＤ（発

光ダイオード）ランプ７２
2 
が組み合わされ、これによ

り各可変抵抗器（６８
1 
、６８

2 
）による印加電圧の調

整程度が指示される。第１のＬＥＤランプ７２
1 
のバル

ブ内部にはＬＥＤ７４Ｇ
1 
及び７４Ｒ

1 
が収容され、こ

れらＬＥＤ７４Ｇ
1 
及び７４Ｒ

1 
は第１の電圧比較ＬＥ

Ｄドライバ７６
1 
によって給電され、また第２のＬＥＤ

ランプ７２
2 
のバルブ内部にはＬＥＤ７４Ｇ

2 
及び７４

Ｒ
2 
が収容され、これらＬＥＤ７４Ｒ

2 
及び７４Ｇ

2 
は

第２の電圧比較ＬＥＤドライバ７６
2 
によって給電され

る。なお、本実施形態では、ＬＥＤ７４Ｇ
1 
及び７４Ｒ

1 
はそれぞれ互いに異なった色、例えば緑色及び赤色で
発光するようになっており、同様にＬＥＤ７４Ｇ

2 
及び

７４Ｒ
2 
もそれぞれ緑色及び赤色で発光するようになっ

ている。
【００３４】図４から明らかなように、第１の可変抵抗
器６８

1 
から第１のＶＣＡ６６

1 
に出力される印加電圧

は第１の電圧比較ＬＥＤドライバ７６
1 
にも入力され、

また第１の電圧比較出力回路７６
1 
には第１及び第２の

参照基準電圧源７７
1 
及び７７

2 
から参照基準電圧Ｖ

ref1
及びＶ

ref2
が入力される。第１の電圧比較ＬＥＤド

ライバ７６
1 
は参照基準電圧Ｖ

ref1
及びＶ

ref2
に基づい

てしかも第１の可変抵抗器６８
1 
からの印加電圧の調整

程度即ちその印加電圧値の変動に応じてＬＥＤ７４Ｇ
1 

及び７４Ｒ
1 
が個別に点灯及び消灯されると共に各ＬＥ

Ｄ（７４Ｇ
1 
、７４Ｒ

1 
）の点灯時の明るさが該印加電

圧値の変動に応じて変化させられる。即ち、第１の可変
抵抗器６８

1 
を操作して任意の調整位置に設定したと

き、ＬＥＤ７４Ｇ
1 
及び７４Ｒ

1 
の点灯状態を視認する

ことにより、第１の可変抵抗器６８
1
の調整位置、即ち

第１のＶＣＡ６６
1 
に対する印加電圧の調整程度を知る

ことができる。要するに、ＬＥＤ７４Ｇ
1 
及び７４Ｒ

1 

と第１の電圧比較ＬＥＤドライバ７６
1 
は第１のＶＣＡ

６６
1 
に対して第１の可変抵抗器６８

1 
から出力される

印加電圧の程度を指示するための指示手段として機能す
る。もちろん、同様なことは、ＬＥＤ７４Ｇ

2 
及び７４

Ｒ
2 
及び第２の電圧比較ＬＥＤドライバ７６

2 
について

も言える。
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【００３５】例えば、参照基準電圧Ｖ

ref1
及びＶ

ref2
を

それぞれＶ
cc
／３及び２Ｖ

cc
／３として設定した場合、

即ち第１の可変抵抗器６８
1 
の調整範囲０ないし４ボル

トを参照基準電圧Ｖ
ref1
及びＶ

ref2
で３等分した場合に

おける第１の電圧比較出力回路７６
1 
によるＬＥＤ７４

Ｇ
1 
及び７４Ｒ

1 
の点灯及び消灯並びに各ＬＥＤ（７４

Ｒ
1 
、７４Ｒ

1 
）の点灯時の明るさについては図６のグ

ラフに示すように制御することができる。
【００３６】詳述すると、第１の可変抵抗器６８

1 
が最

低印加電圧０ボルトを出力するように調整されると、Ｌ
ＥＤ７４Ｇ

1 
だけが最大の明るさで点灯（緑）され、第

１の可変抵抗器６８
1 
の調整がそこから出力される印加

電圧値を参照基準電圧Ｖ
ref1
に向かうように調整された

とき、ＬＥＤ７４Ｇ
1 
の明るさが次第に低下し、第１の

可変抵抗器６８
1 
からの印加電圧値が参照基準電圧Ｖ

ref1
に到達したとき、ＬＥＤ７４Ｇ

1 
が消灯される。第

１の可変抵抗器６８
1 
からの印加電圧値が参照基準電圧

Ｖ
ref1
及びＶ

ref2
の間にあるときは、双方のＬＥＤ７４

Ｇ
1 
及び７４Ｒ

1
が共に消灯させられ、第１の可変抵抗

器６８
1 
からの印加電圧値が参照基準電圧Ｖ

ref2
に到達

すると、ＬＥＤ７４Ｒ
1 
が最小の明るさで点灯（赤）さ

せられ、第１の可変抵抗器６８
1 
から出力される印加電

圧値が最大印加電圧４ボルトに向かうにつれ、ＬＥＤ７
４Ｒ

1 
が明るさが次第に増大し、第１の可変抵抗器６８

1 
からの印加電圧値が最大印加電圧４ボルト到達する

と、ＬＥＤ７４Ｒ
1 
の点灯が最大の明るとなる。勿論、

同様なことは、第２の電圧比較ＬＥＤドライバ７６
2 
に

よるＬＥＤ７４Ｇ
2 
及び７４Ｒ

2 
の制御についても言え

る。
【００３７】このような制御態様を電子内視鏡システム
の保守／点検者に予め知らせておくことにより、或いは
電子内視鏡システムの取扱い説明書に記載しておくこと
により、各ＶＣＡ（６６

1 
、６６

2 
）に対する印加電圧

の調整を適宜行ってビデオ信号の同期信号の出力電圧出
力レベルを個々の民生用モニタ装置に対して適正しかも
容易に設定することが可能となる。例えば、上述の取扱
い説明書での記載例としては、「Ａ社製の型式ＸのＴＶ
モニタ装置についてはＬＥＤの緑色発光が暗めとなるよ
うに可変抵抗器を調整して下さい」、「Ｂ社製の型式Ｙ
のＴＶモニタ装置についてはＬＥＤ発光がない状態で緑
色発光側となるように可変抵抗器を調整して下さい」及
び「Ｃ社製の型式ＺのＴＶモニタ装置についてはＬＥＤ
の赤色発光が強めとなるように可変抵抗器を調整して下
さい」等が挙げられる。
【００３８】好ましくは、図４に図示すように、第１及
び第２の電圧比較ＬＥＤドライバ７６

1 
及び７６

2 
はタ

イマ回路７８に接続され、このタイマ回路７８はプッシ
ュ式スイッチ８０によって動作させられる。プッシュ式
スイッチ８０の押下操作が行われると、オン信号がタイ
マ回路７８に入力され、このときタイマ回路７８によっ

12
て予め設定された時間例えば５分だけ第１及び第２の電
圧比較ＬＥＤドライバ７６

1 
及び７６

2 
がオン状態とな

り、この間だけＬＥＤ（７４Ｇ
1 
、７４Ｒ

1 
：７４Ｇ

2 

及び７４Ｒ
2 
）が発光可能状態となる。即ち、ＶＣＡ６

６
1 
及び６６

2
の増幅度の設定自体は常時行われること

はないので、その増幅度の調整時だけプッシュ式スイッ
チ８０を押下してタイマ回路７８による設定時間（５
分）内に可変抵抗（６８

1 
、６８

2 
）の調整が行われ

る。
【００３９】図７を参照すると、第１及び第２の電圧比
較ＬＥＤドライバ７６

1 
及び７６

2
の回路構成の一例が

図示され、このような回路構成により、ＬＥＤ（７４Ｇ

1 
、７４Ｇ

2 
）及び（７４Ｒ

1 
、７４Ｒ

2 
）の点灯／消

灯制御を図６のグラフに示すような態様で行うことがで
きる。各電圧比較ＬＥＤドライバ（７６

1 
、７６

2 
）に

はＰＮＰ型トランジスタＴｒ
1 
、ＮＰＮ型トランジスタ

Ｔｒ
2 
、増幅器Ａｍｐ及びスイッチ回路ＳＷが設けられ

る。
【００４０】トランジスタＴｒ

1 
及びＴｒ

2 
のベースに

はそれぞれ参照基準電圧Ｖ
ref1
及びＶ

ref2
が印加され、

トランジスタＴｒ
1 
のコレクタには適当な電圧Ｖ

S 
（例

えば４ボルト）が印加され、トランジスタＴｒ
2 
のコレ

クタは接地される。トランジスタＴｒ
1 
のエミッタは適

当な抵抗値を持つ抵抗Ｒ
1 
を介してＬＥＤ（７４Ｇ

1
、

７４Ｇ
2 
）のアノード側に接続され、トランジスタＴｒ

2 
のエミッタは適当な抵抗値を持つ抵抗Ｒ

2 
を介してＬ

ＥＤ（７４Ｒ
1 
、７４Ｒ

2 
）のカソード側に接続され、

トランジスタＴｒ
1 
及びＴｒ

2 
の双方のエミッタは適当

な抵抗値を持つ抵抗Ｒ
3 
を介して互いに接続される。増

幅器Ａｍｐの出力端子はスイッチ回路ＳＷを介してＬＥ
Ｄ（７４Ｇ

1 
、７４Ｇ

2 
）とＬＥＤ（７４Ｒ

1 
、７４Ｒ

2 
）との間に接続される。
【００４１】増幅器Ａｍｐの入力端子側には可変抵抗器
（６８

1 
、６８

2 
）からの印加電圧が入力され、その増

幅度（ゲイン）は“１”とされる。スイッチ回路ＳＷは
タイマ回路７８からオン信号が出力されている間だけオ
ン状態となり、そのオン状態の間だけ電圧比較ＬＥＤド
ライバ（７６

1 
、７６

2 
）は動作させられる。即ち、ス

イッチ回路ＳＷがオン状態のとき、可変抵抗器（６
８
1 
、６８

2 
）からの印加電圧がＶ

a 
としてＬＥＤ（７

４Ｇ
1 
、７４Ｇ

2 
）とＬＥＤ（７４Ｒ

1 
、７４Ｒ

2
）と

の間に印加される。
【００４２】図７に示す回路構成から明らかなように、
Ｖ
a 
＜Ｖ

ref1
のとき、ＬＥＤ（７４Ｇ

1 
、７４Ｇ

2 
）だ

けに電流が流れ、その電流はＶ
a 
がＶ

ref1
よりも小さく

なればなる程増幅され、かくしてＬＥＤ（７４Ｇ
1 
、７

４Ｇ
2 
）の点灯時の明るさは可変抵抗器（６８

1 
、６８

2 
）からの印加電圧Ｖ

a 
が参照基準電圧Ｖ

ref1
に近づく

に従って次第に暗くなる（図６）。印加電圧Ｖ
a 
が参照

基準電圧Ｖ
ref1
を超えると、ＬＥＤ（７４Ｇ

1 
、７４Ｇ
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2 
）は消灯され、印加電圧Ｖ

a 
が参照基準電圧Ｖ

ref1
及

びＶ
ref2
の間にある限り、双方のＬＥＤ（７４Ｇ

1 
、７

４Ｇ
2 
）及びＬＥＤ（７４Ｒ

1 
、７４Ｒ

2 
）は消灯状態

となる（図６）。印加電圧Ｖ
a 
が参照基準電圧Ｖ

ref2
を

超えると、ＬＥＤ（７４Ｒ
1 
、７４Ｒ

2 
）だけに電流が

流れ、その電流はＶ
a 
が参照基準電圧Ｖ

ref2
よりも大き

くなればなる程増幅され、かくしてＬＥＤ（７４Ｒ
1 
、

７４Ｒ
2 
）の点灯時の明るさは印加電圧Ｖ

a 
が電圧Ｖ

S 

に近づけに従って次第に明るくなる（図６）。
【００４３】図８を参照すると、画像信号処理ユニット
１４の筐体の裏側壁部の一部が参照符号１４Ａで示さ
れ、回路基板２８は該筐体の内部で裏側壁部１４Ａに接
近して配置される。図７では、第１及び第２の可変抵抗
器６８

1 
及び６８

2 
のうちの一方、その可変抵抗器に対

応したＬＥＤランプ（７４
1 
、７４

2 
）及びプッシュ式

スイッチ８０が回路基板２８に搭載された状態で示され
ている。
【００４４】図８に示すように、裏側壁部１４Ａには各
可変抵抗器（６８

1 
、６８

2 
）の操作部と整列するよう

になった貫通孔８２が形成され、この貫通孔８２に手工
具例えばスクリュードライバ８４を挿通させて各可変抵
抗器（６８

1 
、６８

2 
）の調整操作を行うようにされ

る。また、裏側壁部１４Ａにはプッシュ式スイッチ８０
の操作釦を部分的に受け入れるようになった貫通孔８６
が形成され、該操作釦の押下操作もスクリュードライバ
８４で行うようにされる。更に、裏側壁部１４ＡにはＬ
ＥＤランプ（７２

1 
、７２

2 
）と整列するようになった

貫通孔８８が形成され、この貫通孔８８を通してＬＥＤ
ランプ（７２

1 
、７２

2 
）の発光状態が観察される。な

お、図８において、参照符号９０は同期信号（ＳＹＮＣ
１、ＳＹＮＣ２）の出力端子を示す。
【００４５】以上のような構成によれば、各可変抵抗器
（６８

1 
、６８

2 
）及びプッシュ式スイッチ８０が例え

ば画像信号処理ユニット１４の移動中或いは清掃中に不
用意に操作されることはない。特に、各可変抵抗器（６
８

1 
、６８

2 
）が不用意に操作された場合には、ＶＣＡ

（６６
1 
、６６

2 
）の増幅度について再調整が必要とな

る。
【００４６】図９を参照すると、出力レベル調整回路５
３の変形実施形態が示され、この変形実施形態では、タ
イマ回路７８及びプッシュ式スイッチ８０が省かれ、そ
の代わりに手工具検出回路９２

1 
及び９２

2 
が設けられ

る。手工具検出回路９２
1 
は第１の電圧比較ＬＥＤドラ

イバ７６
1 
内のスイッチ回路ＳＷ（図７）に接続され、

手工具検出回路９２
2 
は第２のＬＥＤドライバ７６

2 
内

のスイッチ回路ＳＷ（図７）に接続される。図１０に示
すように、各手工具検出回路（９２

1 
、９２

2
）は発光

素子（例えば発光ダイオード）９４及び受光素子（例え
ばホトダイオード）９６から構成され、これら両素子９
４及び９６は裏側壁部１４Ａの内壁面に貫通孔８２を挟

14
んでその直径方向に取り付けられる。通常時、受光素子
９６は発光素子９４からの射出光を受光し、このとき受
光素子９６は該当電圧比較ＬＥＤドライバ（７６

1 
、７

６
2 
）のスイッチ回路ＳＷ（図７）に対してオフ信号を

出力し、これによりスイッチ回路ＳＷはオフ状態とされ
るが、しかし貫通孔８２へのスクリュードライバ８４の
挿入により、発光素子９４からの射出光が遮断される
と、受光素子９６は該当電圧比較ＬＥＤドライバ（７６

1 
、７６

2 
）のスイッチ回路ＳＷ（図７）に対してオン

信号を出力し、これによりスイッチ回路ＳＷはオン状態
とされ、このときＬＥＤ（７４Ｇ

1 
、７４Ｒ

1 
：７４Ｇ

2 
、７４Ｒ

2 
）が発光可能状態となる。

【００４７】要するに、図９に示し変形実施形態では、
スクリュードライバ８４で可変抵抗器（６８

1 
、６

８
2 
）を操作して該当ＶＣＡ（６６

1 
、６６

2 
）への印

加電圧を調整するとき、該当電圧比較ＬＥＤドライバ
（７６

1 
、７６

2 
）のスイッチ回路ＳＷが自動的にオン

され、これによりＬＥＤ（７４Ｇ
1 
、７４Ｒ

1 
：７４Ｇ

2 
、７４Ｒ

2 
）の点灯状態を視認することにより、可変

抵抗器（６８
1 
、６８

2 
）の調整状態が操作者に対して

知らせ得るようになっている。
【００４８】上述の実施形態では、２つの参照基準電圧
Ｖ
ref1
及びＶ

ref2
に基づいて一対のＬＥＤ（７２Ｇ

1 
、

７２Ｒ
1 
：７２Ｇ

2 
、７２Ｒ

2 
）の発光が各可変抵抗器

の調整度に応じて制御されているが、しかし単一の参照
基準電圧及び少なくとも２つの参照基準電圧に基づいて
一対のＬＥＤ（７２Ｇ

1 
、７２Ｒ

1 
：７２Ｇ

2 
、７２Ｒ

2 
）の発光制御を行うことも可能である。例えば、単一
の参照基準電圧及び少なくとも２つの参照基準電圧に基
づく一対のＬＥＤの発光制御例が図１１及び図１２に示
す。
【００４９】図１１に示すように、単一の参照基準電圧
に基づく一対のＬＥＤの発光制御例にあっては、その参
照基準電圧Ｖ

ref 
については例えばＶ

cc
／２（２ボル

ト）として設定される。各可変抵抗器（６８
1 
、６

８
2 
）が０ボルトの印加電圧を出力するように調整され

たとき、ＬＥＤ（７４Ｇ
1 
、７４Ｇ

2 
）だけが最大の明

るさで点灯（緑）され、各可変抵抗器（６８
1 
、６

８
2 
）の調整がそこから出力される印加電圧値を参照基

準電圧Ｖ
ref 
に向かうように調整されたとき、ＬＥＤ

（７４Ｇ
1 
、７４Ｇ

2 
）の明るさが次第に低下し、各可

変抵抗器からの印加電圧値が参照基準電圧Ｖ
ref 
に到達

したとき、ＬＥＤ（７４Ｇ
1 
、７４Ｇ

2 
）が消灯される

と共にＬＥＤ（７４Ｒ
1 
、７４Ｒ

2 
）が最小の明るさで

点灯（赤）される。続いて、各可変抵抗器（６８
1 
、６

８
2 
）からの印加電圧値が最大電圧値４ボルトに向かう

につれ、ＬＥＤ（７４Ｒ
1 
、７４Ｒ

2 
）が明るさが次第

に増大し、各可変抵抗器（６８
1 
、６８

2 
）からの印加

電圧値が最大電圧値４ボルトに到達すると、ＬＥＤ（７
４Ｒ

1 
、７４Ｒ

2 
）の点灯は最大の明るさとされる。
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【００５０】また、図１２に示すように、３つの参照基
準電圧に基づく一対のＬＥＤの発光制御例にあっては、
第１の参照基準電圧Ｖ

ref1
、第２の参照基準電圧Ｖ

ref2

及び第３の参照基準電圧Ｖ
ref3
については、例えばそれ

ぞれＶ
cc
／４（１ボルト）、Ｖ

cc
／２（２ボルト）及び

３Ｖ
cc
／４（３ボルト）として設定される。各可変抵抗

器（６８
1 
、６８

2 
）が最小印加電圧０ボルトを出力す

るように調整されたとき、ＬＥＤ（７４Ｇ
1 
、７４

Ｇ
2 
）だけが最大の明るさで点灯（緑）され、各可変抵

抗器（６８
1 
、６８

2 
）の調整がそこから出力される印

加電圧値を第１の参照基準電圧Ｖ
ref1
に向かうように調

整されたとき、ＬＥＤ（７４Ｇ
1 
、７４Ｇ

2
）の明るさ

が次第に低下し、各可変抵抗器（６８
1 
、６８

2 
）から

の印加電圧値が第１の参照基準電圧Ｖ
ref1
に到達したと

き、ＬＥＤ（７４Ｇ
1 
、７４Ｇ

2 
）の点灯は最小の明る

さとなる。次いで、各可変抵抗器（６８
1 
、６８

2 
）か

らの印加電圧値が第２の参照基準電圧Ｖ
ref2
に向かうに

つれ、ＬＥＤ（７４Ｇ
1 
、７４Ｇ

2 
）の明るさが最大に

向かって再び増大し、各可変抵抗器からの印加電圧値が
第２の参照基準電圧Ｖ

ref2
に到達したとき、ＬＥＤ（７

４Ｇ
1 
、７４Ｇ

2 
）が消灯されると共にＬＥＤ（７４Ｒ

1 
、７４Ｒ

2 
）が最大の明るさで点灯（赤）される。

【００５１】続いて、各可変抵抗器（６８
1 
、６８

2 
）

からの印加電圧値が第３の参照基準電圧Ｖ
ref3
に向かう

につれ、ＬＥＤ（７４Ｒ
1 
、７４Ｒ

2 
）の明るさが次第

に低下し、各可変抵抗器（６８
1 
、６８

2 
）からの印加

電圧値が第３の参照基準電圧Ｖ
ref3
に到達したとき、Ｌ

ＥＤ（７４Ｒ
1 
、７４Ｒ

2 
）の点灯は最小の明るさとな

る。次いで、各可変抵抗器（６８
1 
、６８

2 
）からの印

加電圧値が最大印加電圧４ボルトに向かうにつれ、ＬＥ
Ｄ（７４Ｒ

1 
、７４Ｒ

2 
）の明るさが最大に向かって再

び増大し、各可変抵抗器（６８
1 
、６８

2 
）からの印加

電圧値が最大印加電圧４ボルトに到達したとき、ＬＥＤ
（７４Ｒ

1 
、７４Ｒ

2 
）の点灯は最大の明るさとなる。

【００５２】なお、図１１及び図１２に示すようなＬＥ
Ｄの点灯／消灯制御についても電圧比較ＬＥＤドライバ
（７６

1 
、７６

2 
）をトランジスタ、増幅器、スイッチ

回路及び抵抗を適宜用いて構成することにより実現可能
である。
【００５３】上述の実施形態では、各ＬＥＤランプ（７
２

1 
、７２

2 
）のバルブ内部に一対の発光色の異なった

ＬＥＤ（７４Ｇ
1 
、７４Ｒ

1 
：７４Ｇ

2 
、７４Ｒ

2 
）が

収容されているが、一対の発光色の異なったＬＥＤ（７
４Ｇ

1 
、７４Ｒ

1 
：７４Ｇ

2
、７４Ｒ

2 
）がバルブ無し

で回路基板２８上に設けることも可能であり、この場合
には一対のＬＥＤ（７４Ｇ

1 
、７４Ｒ

1 
：７４Ｇ

2 
、７

４Ｒ
2 
）のいずれかが発光しているか否かは容易に視認

し得るので、その一対のＬＥＤはについては同じ発光色
で発光するようなものとすることができる。
【００５４】また、上述の実施形態では、異なった発光
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色のＬＥＤとして、緑色発光のＬＥＤ及び赤色発光のＬ
ＥＤが使用されているが、その他の発光色のＬＥＤを用
いることもできるし、また少なくとも３つの発光色の異
なるＬＥＤを用いることも可能である。
【００５５】
【発明の効果】以上の記載から明らかなように、本発明
による電子内視鏡においては、その画像信号処理ユニッ
ト内の画像信号処理デバイスから出力されるビデオ信号
のうち同期信号の出力電圧レベルを容易に切り換えるこ
とが可能であるので、たとえ規格外の民生用ＴＶモニタ
装置であっても内視鏡像の再現のために速やかに対処す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を実施した電子内視鏡から成る電子内視
鏡システムの全体を示す概略図である。
【図２】図１に示した電子内視鏡の画像信号処理ユニッ
トの概略ブロック図である。
【図３】図２に示した画像信号処理ユニット内の照明装
置の概略ブロック図である。
【図４】図２に示す後処理回路及びそれに関連した出力
レベル調整回路の一実施形態を示すブロック図である。
【図５】図２に示す後処理回路内の電圧制御増幅器（Ｖ
ＣＡ）の増幅度とその印加電圧との関係を示すグラフで
ある。
【図６】電圧制御増幅器（ＶＣＡ）に対する印加電圧の
調整時でのその調整程度を指示するＬＥＤ（発光ダイオ
ード）の点灯／消灯及び明るさ変化の一例を説明するた
めのグラフである。
【図７】図４に示す第１及び第２の電圧比較ＬＥＤドラ
イバの構成の一例を示す回路図である。
【図８】電子内視鏡の画像信号処理ユニットの筐体の裏
側壁部の部分断面図であって、その裏側壁部の内側に設
けた可変抵抗器をスクリュードライバで操作する状態を
示す図である。
【図９】図４と同様なブロック図であって、出力レベル
調整回路の変形実施形態を示す図である。
【図１０】図８と同様な部分断面図であって、図９の変
形実施形態に基づいて可変抵抗器をスクリュードライバ
で操作する状態を示す図である。
【図１１】図６と同様なグラフであって、電圧制御増幅
器（ＶＣＡ）に対する印加電圧の調整時でのその調整程
度を指示するＬＥＤ（発光ダイオード）の点灯／消灯及
び明るさ変化についての別の例を説明するためのグラフ
である。
【図１２】図６と同様なグラフであって、電圧制御増幅
器（ＶＣＡ）に対する印加電圧の調整時でのその調整程
度を指示するＬＥＤ（発光ダイオード）の点灯／消灯及
び明るさ変化についての更に別の例を説明するためのグ
ラフである。
【符号の説明】
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１０  電子内視鏡
１２  スコープ
１４  画像信号処理ユニット
１６  ＴＶモニタ装置
２６  フロントパネル
２８  スイッチ盤
３０  キーボード
５０  後処理回路 *
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*５２  タイミングジェネレータ
５３  出力レベル調整回路
５４  システムコントローラ
６６

1 
・６６

2 
  電圧制御増幅器（ＶＣＡ）

６８
1 
・６８

2 
  可変抵抗器

７２
1 
・７２

2 
  ＬＥＤ（発光ダイオード）ランプ

７６
1 
・７６

2 
  電圧比較出力回路

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図８】

【図１１】

【図１２】
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【図７】

【図９】 【図１０】



(13) 特開２００１－１９７４８８

フロントページの続き
  
(72)発明者  池谷  浩平
            東京都板橋区前野町２丁目36番９号  旭光
            学工業株式会社内

Ｆターム(参考） 2H040 BA11 CA04 CA10 CA11 DA03
                      GA02 GA05 GA06 GA10 GA11
                4C061 AA00 BB01 CC06 DD03 LL02
                      NN05 SS07 SS30 VV10 
                5C054 AA05 CA04 CC07 HA12 



专利名称(译) 电子内视镜

公开(公告)号 JP2001197488A 公开(公告)日 2001-07-19

申请号 JP2000006919 申请日 2000-01-14

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

[标]发明人 小林弘幸
杉本秀夫
池谷浩平

发明人 小林 弘幸
杉本 秀夫
池谷 浩平

IPC分类号 A61B1/04 G02B23/24 H04N5/225 H04N7/18

CPC分类号 H04N7/183 A61B1/00009 A61B1/0638 A61B1/0684 H04N2005/2255

FI分类号 H04N7/18.M A61B1/04.372 G02B23/24.B A61B1/00.630 A61B1/04.510 A61B1/05

F-TERM分类号 2H040/BA11 2H040/CA04 2H040/CA10 2H040/CA11 2H040/DA03 2H040/GA02 2H040/GA05 2H040
/GA06 2H040/GA10 2H040/GA11 4C061/AA00 4C061/BB01 4C061/CC06 4C061/DD03 4C061/LL02 
4C061/NN05 4C061/SS07 4C061/SS30 4C061/VV10 5C054/AA05 5C054/CA04 5C054/CC07 5C054
/HA12 4C161/AA00 4C161/BB01 4C161/CC06 4C161/DD03 4C161/LL02 4C161/NN05 4C161/SS07 
4C161/SS30 4C161/VV10

代理人(译) 松浦 孝

其他公开文献 JP3842941B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

电子内窥镜被配置为容易地调节从电子内窥镜图像信号处理单元中的图
像信号处理装置输出的视频信号中包括的同步信号的输出电压电平。 电
子内窥镜（10）包括具有图像传感器的镜体（12）和与该镜体连接的图
像信号处理单元（14），并且从图像传感器顺序读取的一帧像素信号用
作视频信号。 输出。 电子内窥镜具有用于改变视频信号中包括的同步信
号的输出电压电平的电压电平改变装置（661 ，662 ），并且通过该电
压电平改变装置来改变输出电压电平。 配备有用于调节的手动操作的调
节装置（681 ，682 ），以及用于指示该调节装置的调节程度的指令装
置（721 ，722 ）。 会完成的。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/9fa4d37e-d60e-41d5-ad84-83c8b4682d15
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018535376/publication/JP2001197488A?q=JP2001197488A

